
＜自動運転サービスの社会実装に向けて
重点的に取り組むべき課題の整理＞

＜ニュータウンで求められる公共交通サービスイメージ＞

ニュータウンにおける多様な自動運転サービス

◎安全面での課題
• 歩行者、自転車が混在し無信号交差点の
多い生活道路走行の安全性、視認性等の
確保

◎サービス及び施設上の課題
• 地区特性、技術的制約等に応じた適切な
運行計画（ルート、停車箇所、走行速度
等）の設定及び検証

◎システム上の課題
• 利用者ニーズに応じたルート変更の安定
性の検証（乗車予定者の確実な乗車等）

※自動運転技術の活用により、利用者ニーズにきめ細やかに対応した
持続可能な公共交通サービスの提供が可能

上記課題について以下の視点から実証実験を
実施し、解決に向けた対応策を検討
◎将来的なレベル4での社会実装を見据えた
検証

◎レベル2・3での段階的な社会実装の可能
性の検証

ニュータウン

○○商店

○○商店

拠点施設・
大規模スーパー病院

地区内の複数の拠点や住宅をつなぐ移動
（地区内循環移動サービス）

地区内の複数の拠点や住宅をつなぐ移動
（地区内シャトル移動サービス）

端末交通としての短距離移動
（自宅周辺(自宅～バス停等)の
移動サービス）

端末交通としての短距離移動
（拠点・駅周辺の移動サービス）

利用者ニーズに応じた
柔軟なルート設定

○ ニュータウンにおける持続可能な公共交通サービスの実現に向け、将来求められる公共交通サービスイ
メージを検討し、自動運転サービスの導入による効果・課題を整理。今後重点的に取り組むべき課題を踏ま
え、今年度より実証実験を実施予定。


